
                     

                     

                     

                     

　
次
の
よ
う
な
こ
と
に
思
い

当
た
り
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

▽
最
近
、
聞
き
返
す
こ
と
が

多
く
な
っ
た

▽
テ
レ
ビ
の
音
が
大
き
す
ぎ

る
と
家
族
に
言
わ
れ
た

▽
呼
ば
れ
て
も
気
付
か
な
い

こ
と
が
あ
る

▽
騒
が
し
い
場
所
で
の
聞
き

取
り
が
難
し
い

　「
こ
う
し
た
経
験
が
一
度

で
も
あ
れ
ば
、
自
分
の
聞
こ

え
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
し

て
ほ
し
い
」
と
話
す
の
は
、

「
ブ
ル
ー
ム
川
崎
店
」
店
長

の
小こ

畠
ば
た
け

賢
太
さ
ん
（
44
）。

　「
自
分
は
ま
だ
大
丈
夫
」

な
ど
と
補
聴
器
を
敬
遠
す
る

高
齢
者
も
い
ま
す
が
、
残
っ

た
聴
力
を
維
持
す
る
た
め
に

も
、〝
聴
力
低
下
の
サ
イ
ン
〞

を
見
か
け
た
ら
、
で
き
る
だ

け
早
め
に
補
聴
器
を
装
用
す

る
こ
と
が
重
要
だ
と
い
い
ま

す
。

　
ブ
ル
ー
ム
に
は
、
補
聴
器

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
あ

る
「
認
定
補
聴
器
技
能
者
」

が
全
店
で
２
１
５
人
在
籍

（
２
０
２
１
年
４
月
現
在
）。

一
人
一
人
に
寄
り
添
い
、
聞

こ
え
の
悩
み
を
解
決
す
る
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
難
聴
の
経
過
や
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
、
聞
こ
え
に
つ
い
て

の
困
り
事
を
、
経
験
豊
富
な

専
門
ス
タ
ッ
フ
が
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
。
聞
こ
え
の
状
態
を

確
認
し
た
後
、
利
用
者
の
聴

力
や
生
活
環
境
、
予
算
な
ど

に
合
っ
た
補
聴
器
を
選
び
、

そ
れ
ぞ
れ
の
要
望
に
合
わ
せ

て
調
整
し
ま
す
。

　
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
も
充
実
。

補
聴
器
は
〝
購
入
し
て
終
わ

り
〞
と
い
う
わ
け
で
は
な
い

こ
と
か
ら
、「
使
い
や
す
い
」

と
感
じ
て
も
ら
え
る
ま
で
調

整
す
る
た
め
定
期
的
な
来
店

を
勧
め
る
ほ
か
、
補
聴
器
の

調
整
や
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
定

期
点
検
を
無
料
で
受
け
付
け

　
年
を
重
ね
る
と
と
も
に
、

ほ
と
ん
ど
の
人
は
聴
力
が
低

下
し
ま
す
。

　
加
齢
に
よ
る
聞
こ
え
の
衰

え
は
少
し
ず
つ
進
む
た
め
、

自
覚
し
に
く
く
、
周
り
の
人

か
ら
の
指
摘
で
初
め
て
気
付

く
ケ
ー
ス
が
多
い
の
が
特

徴
。
難
聴
は
認
知
症
の
発
症

リ
ス
ク
を
高
め
る
と
の
指
摘

も
あ
り
ま
す
。

大きく目立っていた約 15 年前のアナログ補聴器 小さく、目立たなくなった最新のデジタル補聴器

て
い
ま
す
。

　
補
聴
器
に
対
し
て
「
大
き

く
て
目
立
ち
そ
う
」「
ピ
ー

ピ
ー
と
い
う
音
が
う
る
さ

い
」「
雑
音
が
ひ
ど
く
て
使

え
な
い
」
と
い
っ
た
イ
メ
ー

ジ
を
持
っ
て
い
る
人
も
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ

は
ひ
と
昔
前
の
話
。
最
新
の

補
聴
器
は
小
さ
く
て
目
立
た

な
く
な
り
、
聞
こ
え
方
も
格

段
に
進
化
し
て
い
ま
す
。

　
ブ
ル
ー
ム
川
崎
店
で
は
、

１
月
29
日（
土
）
ま
で
、
最

新
デ
ジ
タ
ル
補
聴
器
を
自
宅

や
オ
フ
ィ
ス
、
普
段
の
生
活

の
場
で
じ
っ
く
り
と
試
せ
る

「
２
週
間
補
聴
器
体
験
コ
ー

ス
」が
無
料
に
な
り
ま
す（
期

川崎市役所近く

間
以
外
は
２
２
０
０
円
）。

　
体
験
終
了
後
、
返
却
か
購

入
を
自
由
に
選
ぶ
こ
と
が
可

能
。
無
理
に
勧
め
ら
れ
る
こ

と
も
な
い
の
で
、
気
軽
に
試

せ
ま
す
。
今
な
ら
、
話
題
の

Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
補
聴
器

や
充
電
式
補
聴
器
も
試
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
ブ
ル
ー
ム
で
は
、
来
店
者

と
従
業
員
の
安
全
確
保
の
観

点
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
安
全

対
策
を
実
施
の
上
、
営
業
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
来
店
が

難
し
い
人
は
資
料
請
求
（
無

料
）を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を
。

寄
り
添
って
サ
ポ
ー
ト

小
さ
く
て
目
立
た
な
い

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
】

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

　

補
聴
器
専
門
店
「
ブ
ル
ー
ム
川
崎
店
」（
京
急
川
崎
駅
徒

歩
３
分
、
Ｊ
Ｒ
川
崎
駅
徒
歩
６
分
）
は
、
補
聴
器
の
専
門
家

で
あ
る
「
認
定
補
聴
器
技
能
者
」
が
在
籍
し
て
い
る
の
で
、

安
心
し
て
相
談
で
き
ま
す
。

接客ブース内に飛沫防止カーテンを設置しています

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」感
染
症
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

耳
に
直
接
触
れ
る
機
材

は
殺
菌
庫
で
入
念
に
消

毒
を
し
て
い
ま
す

ス
タ
ッ
フ
全
員
が
必
ず
マ

ス
ク
着
用
で
対
応
し
て
い

ま
す

機
材
、
テ
ー
ブ
ル
・
椅
子

は
使
用
後
に
入
念
に
ア
ル

コ
ー
ル
洗
浄
し
て
い
ま
す

問
い
合
わ
せ

川
崎
区
砂
子
１
の
10
の
２
、
ソ
シ
オ
砂
子
１
０
１

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時（
木
・
日
曜
、祝
日
定
休
）

補
聴
器
専
門
店
「
ブ
ル
ー
ム
川
崎
店
」

☎
０
４
４
（
２
８
０
）
８
９
３
３

「認定補聴器技能者」が聞こえの悩みをサポート

２週間　　　　 体験コースが今なら無料　　　　 補聴器
川崎市役所近く

補聴器専門店「ブルーム 川崎店」
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六白
金星

二黒
土星

七赤
金星

三碧
木星

八白
土星

四緑
木星

九紫
火星

五黄
土星

一白
水星

意欲が湧いてくる月。始めたいことがある
ならば今月。簡単な目標を立ててみると良
い。勇み足に注意●南・北西・北東◆グリーン

優先順位が大事な月。あれこれと欲張ると残
念な結果。成り行き任せでは無責任。的を絞
ればうまくいく●北・南・南東◆パープル

新年の幕開けは好調。活躍の場が広がりそう。
チャンス逃さないように積極的に動いて吉。
こだわりは邪魔●北・北東・南◆シルバー

表面上は華やかな年明け。外から見えない箇
所に気を配る。隠しておきたい秘密はバレ
ないようにね●南東・北東◆ライトブルー

有言実行が良い結果につながる月。夢や希望
を言葉にのせる。思わぬ助けが入り展開が楽
しみ。他人への口出し無用●北西◆ゴールド

今月は晴れ晴れ気分。気力と体力が不足する
と運気も不足。気温の変化と冷えには注意し
て補ってね●南東・北東◆ダークイエロー

今月は何だか気忙しい。気持ちの切り替えも
大切。穏やかに余裕を持って動けば疲れな
い。アクセル全開しないでね●無し◆ブルー

向上心や活動力が高まる。何事にも集中する
には最適の月。前半に焦りは禁物。途中の経
過が大事●南東・北西・北◆モスグリーン

お金の出入り多い月。力の見せ所。時間もお
金も無駄に使わない。開運に向かう使い道が
ある●北・北東・南・南東◆レモンイエロー

●今月の
吉方位

◆今月の
ラッキーカラー

※月初のみ掲載

鑑定士：文月 紫里羅（ふづき しりら）
070（1391）8777九星易占い1月7日～1月13日

今週の
                     

今
週
の
注
目
記
事

■ 四ツ田緑地でイベント　　 …〔２〕

■ ３カ月家賃が不要に　　　…〔３〕

■ フロンターレ写真展　　　　　…〔５〕

■ １月のキッズ写真館　 　　…〔７〕

一白水星 二黒土星 三碧木星 四緑木星 五黄土星 六白金星 七赤金星 八白土星 九紫火星
昭和２ 昭和元 大正14 大正13 大正12 大正11 大正10 大正９ 大正８
昭和11 昭和10 昭和９ 昭和８ 昭和７ 昭和６ 昭和５ 昭和４ 昭和３
昭和20 昭和19 昭和18 昭和17 昭和16 昭和15 昭和14 昭和13 昭和12
昭和29 昭和28 昭和27 昭和26 昭和25 昭和24 昭和23 昭和22 昭和21
昭和38 昭和37 昭和36 昭和35 昭和34 昭和33 昭和32 昭和31 昭和30
昭和47 昭和46 昭和45 昭和44 昭和43 昭和42 昭和41 昭和40 昭和39
昭和56 昭和55 昭和54 昭和53 昭和52 昭和51 昭和50 昭和49 昭和48
平成２ 平成元 昭和63 昭和62 昭和61 昭和60 昭和59 昭和58 昭和57
平成11 平成10 平成９ 平成８ 平成７ 平成６ 平成５ 平成４ 平成３
平成20 平成19 平成18 平成17 平成16 平成15 平成14 平成13 平成12
平成29
‒

平成28
‒

平成27
‒

平成26
‒

平成25
‒

平成24
令和３

平成23
令和２

平成22
平成31(令和元)

平成21
平成30

※１月１日～２月３日に生まれた人は前年生まれになります自分の星をチェック！！

季節で言えば真冬。
春を待ちわびる厄
年。精神的にも肉体
的にもエネルギー不

足と感じる時がある。大丈夫と
思えるポイントを見つけてね。
失敗を引きずらない

一白
水星

成果が表れ輝かし
い年。対人面は入
れ替わりが生じや
すい。これまでのご

縁に感謝。次なる展開を楽し
み、目を向けてね。大きな判断
や決断は今年中に済ませる

考え方や状況が変
わる。変化運。流れ
を変える意識を持
つことが大切。何

を変えるか何を変えないのか
を良く考えて動いてね。強い
意志で周囲に振り回されない

八白
土星

良好運。日常の中の
ゆとりも大事。幸福
を感じられる物事
をみつける。楽しく

過ごすことで幸せが幸せを呼
ぶ運気。不用意な一言で台無
しにしないようしてね

多忙な年。何事に
おいても旺盛な運
気。公私ともにワン
ランクアップ目指

してね。出会いには恵まれな
い。これまでのつながりを大事
にした方がチャンスを招く

良くも悪くも中心的
な存在となる。強運
気だが八方ふさが
り。何だか身動き取

りづらいと感じるかも。気持ち
次第。ぶれない姿勢と自分の
ペースを保てば大丈夫

運勢は上り坂。守ら
れる運気。新しいも
のに敏感になれる。
新しい縁や絆が深

まることがある。意外なところ
からの情報が役に立つ。決断
力と安定感が武器の年

気力充実の開花運。
物事はスムーズに
動き始める。自分の
持ち味を生かして

迷わず動く。人や物事との運
命的な出会いを楽しんでね。
大事なのは「ときめく心」

パワーアップを図る
年。明るい兆しが見
え始める準備運。
後に訪れる開運の

日までにやるべきことをコツ
コツと。小さな気がかりや不安
を残さないようにしてね

二黒
土星

三碧
木星

四緑
木星

五黄
土星

六白
金星

七赤
金星

九紫
火星

今年はどんな年になるでしょうか。現在、本紙１面の九星易占いを担当する文
ふ

月
づ き

紫
し

里
り

羅
ら

さんに聞きました。 問い合わせ☎070（1391）8777

九星易占い 2022年

                     

                                          



                     

                     

                     

　

年
末
年
始
の
出
費
も
落
ち

着
い
た
頃
。
ボ
ー
ナ
ス
の
預

け
入
れ
先
は
決
ま
り
ま
し
た

か
？

　「
横
浜
幸
銀
信
用
組

合
」
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
定
期

「
社
会
貢
献 

み
ら
い
定
期
預

金
」
が
好
評
で
す
。

　
１
年
据
置
型
の
定
期
預

金
。
１
年
経
過
後
は
、
い
つ

で
も
〝
満
期
〟
扱
い
と
し

て
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
最
長
５
年
間
預
け
入

れ
可
能
で
、
１
年
預
け
た
場

合
の
年
利
は
０
・
35
％
（
税

引
き
後
０
・
２
７
８
％
）。
５

年
後
満
期
時
に
は
、
満
期
時

に
お
け
る
「
ベ
ス
ト
パ
ー
ト

ナ
ー
定
期
預
金
」（
５
年
も

の
）
の
利
率
で
自
動
継
続
と

な
り
ま
す
。

　
預
け
入
れ
金
額
は
１
契
約

50
万
円
以
上
。
新
し
い
資
金

の
預
け
入
れ
、
ま
た
は
定
期

預
金
満
期
分
に
50
万
円
以
上

の
増
額
を
し
た
契
約
の
場
合

に
限
り
ま
す
。
非
組
合
員
の

利
率
は
０
・
25
％
と
な
り
ま

す
。
組
合
員
に
な
る
に
は
出

１
年
経
過
後
は
い
つ
で
も
引
き
出
し
可
能
な
定
期

１
年
据
置
型「
社
会
貢
献 

み
ら
い
定
期
預
金
」

横
浜
幸
銀
信
用
組
合

資
金
１
万
円
か
ら

の
加
入
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

　
取
り
扱
い
期
間

は
３
月
25
日（
金
）

ま
で
な
の
で
、
早

め
の
利
用
を
。

　
川
崎
支
店
限
定
の
抽
選
イ

ベ
ン
ト
も
実
施
。
対
象
は

１
０
０
万
円
以
上
の
新
規
契

約
か
増
額
し
た
人
で
す
。
先

着
５
０
０
人
（
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
な
ど

に
よ
り
抽
選
イ
ベ
ン
ト
を
中

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

※
募
集
期
間
内
で
も
募
集
金

額
に
達
し
た
場
合
は
取
り
扱

い
終
了
の
可
能
性
あ
り

※
預
金
保
険
制
度
対
象
商
品

　
問
い
合
わ
せ

　
横
浜
幸
銀

信
用
組
合
川
崎
支
店
（
川

崎
区
東
田
町
８

　
パ
レ
ー

ル
レ
ッ
ド
館
１
階
）
の
窓

口
で
直
接
問
い
合
わ
せ

か
、
☎
０
４
４
（
２
４
４
）

４
９
６
１
へ

年利は０.３５％（©ＢＮ）

                     

　
自
分
が
い
な
く
な
っ
た
後

に
、
諸
々
の
手
続
き
や
相
続

な
ど
は
ど
う
な
る
の
か
…
。

死
後
の
心
配
は
、
元
気
な
う

ち
に
す
っ
き
り
さ
せ
て
お
き

た
い
も
の
で
す
。

　
島
崎
行
政
書
士
事
務
所

（
川
崎
区
）で
は
死
後
事
務
の

相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

　
島
崎
翔
太
さ
ん
（
30
）
は
、

「
特
に
子
ど
も
の
い
な
い
夫

婦
、
前
妻
（
夫
）
と
の
間
に

子
ど
も
が
い
る
、
と
い
っ
た

場
合
は
遺
言
書
を
作
っ
て
お

い
た
ほ
う
が
い
い
」
と
ア
ド

バ
イ
ス
し
て
い
ま
す
。
相
続

人
が
い
な
い
場
合
は
死
後
事

務
委
任
の
手
続
き
を
専
門
家

に
依
頼
し
て
お
く
と
、
も
し

も
の
場
合
も
事
務
処
理
が
ス

ム
ー
ズ
に
進
み
ま
す
。

　
島
崎
さ
ん
が
遺
言
書
や
死

後
事
務
委
任
の
必
要
性
を

伝
え
る
理
由
は
、
相
続
登

記
義
務
化
に
関
す
る

法
律
が
可
決
成
立
し
、

２
０
２
４
年
ま
で
に
施

行
予
定
だ
か
ら
で
す
。

　
名
義
を
変
え
ず
に
現

在
の
住
居
に
住
み
続
け

た
り
、
空
き
家
に
し
た

ま
ま
に
し
た
り
し
て
お

死
後
事
務
・
相
続
は
専
門
家
に
相
談
を

心
配
事
は
元
気
な
う
ち
に
す
っ
き
り

島
崎
行
政
書
士
事
務
所

く
と
、
長
い
年
月
を
経
て
相

続
関
係
が
分
か
ら
な
く
な
り

ま
す
。
社
会
問
題
に
な
っ
て

い
る
空
き
家
問
題
は
、
廃
屋

を
処
分
し
た
く
て
も
相
続
人

で
な
い
と
売
る
こ
と
も
壊
す

こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
自
分

の
死
後
の
何
十
年
も
先
に
、

社
会
に
迷
惑
を
掛
け
る
こ
と

に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

あ
れ
ば
、
ま
ず
は
専
門
家
に

相
談
し
て
み
て
は
。
同
事
務

所
で
は
、
相
談
無
料
で
す
。

他
士
業
と
も
タ
イ
ア
ッ
プ
し

て
お
り
、
全
て
を
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
行
え
ま
す
。
川
崎

市
内
な
ら
無
料
出
張
し
て
く

れ
ま
す
。

【
島
崎
行
政
書
士
事
務
所
】

　
川
崎
区
四
谷
上
町
16
の
21

行

政

書

士
　

島

崎

翔

太

☎

０

４

４
（

２

７

７
）

３
０
０
７

「大きな看板が事務所の目印
です」と島崎翔太さん

                     

　「
か
わ
さ
き
ト
ピ
ッ
ク

ス
」
は
、
川
崎
市
の
お
薦
め

情
報
を
掲
載
し
ま
す
。
次

回
は
２
月
４
日
付
で
す
。

　
川
崎
市
教
育
委
員
会
で

は
、
高
津
区
と
宮
前
区
に
ま

た
が
る
国
史
跡
「
橘
樹
官
衙

（
た
ち
ば
な
か
ん
が
）
遺
跡

群
」
保
存
活
用
事
業
の
一
環

と
し
て
、
史
跡
め
ぐ
り
「
古

代
の
〝
橘
樹
〟
を
ゆ
く
」
を

２
月

日
（
金
・
祝
）
に
開

催
し
ま
す
。参
加
費
は
無
料
。

小
雨
決
行
。
荒
天
の
場
合
は

翌
日
に
順
延
。

　

周
年
を
迎
え
た
本
年
度

は
、
毎
回
好
評
の
橘
樹
官
衙

遺
跡
群
（
影よ

う

向ご
う

寺じ

・
橘
樹
郡

家
跡
）
に
加
え
、
近
隣
に
所

在
す
る
県
指
定
史
跡
子
母
口

（
し
ぼ
く
ち
）
貝
塚
や
子
母

化
財
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

フ
ォ
ー
ム
メ
ー
ル
ま
た
は
往

復
は
が
き
で
。
申
込
期
限
は

１
月

日
（
木
）
ま
で
。
往

復
は
が
き
は
当
日
消
印
有

効
。

　
問
い
合
わ
せ
　
☎
０
４
４

（
２
０
０
）
３
３
０
６

川
崎
市
教
育
委
員
会
が
主
催

２
月
11
日
（
金
・
祝
）
に
史
跡
め
ぐ
り

「
古
代
の
〝
橘
樹
〟
を
ゆ
く
」

自然の中でたくさん遊ぼう

　
川
崎
市
で
は
１
月

日

（
日
）、
特
別
保
全
緑
地
地
区

に
指
定
さ
れ
て
い
る
麻
生
区

の
「
王
禅
寺
四
ツ
田
（
よ
つ

だ
）
緑
地
」
で
野
外
活
動
体

験
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。
小
雨
決
行
、荒
天
中
止
。

　
昨
年
初
め
て
開
催
さ
れ
、

今
年
で
２
回
目
。
緑
豊
か
な

樹
林
地
が
広
が
る
同
緑
地
の

自
然
の
中
で
、「
炭
火
で
の

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
作
り
」「
火

お
こ
し
＆
た
き
火
」「
焼
き

せ
ん
べ
い
作
り
」
な
ど
が
体

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者

同
伴
。

　
申
し
込
み
は
①
Ｗ
Ｅ
Ｂ

フ
ォ
ー
ム
（
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
）、
ま
た
は
②
申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
４
８
９
）

６
９
２
１
へ
送
信
。

　
申
込
期
間
は
１
月

日

（
木
）
ま
で
。
結
果
は
翌


日
（
金
）
に
メ
ー
ル
ま
た
は

電
話
で
通
知
さ
れ
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
事
務
局

の
国
際
自
然
大
学
校
☎
０
３

（
３
４
８
９
）
６
３
２
０
へ
。

麻
生
区
・
王
禅
寺
四
ツ
田
緑
地
で

１
月
30
日
（
日
）
野
外
活
動
体
験
イ
ベ
ン
ト

炭
火
で
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
作
り
も

口
富
士
見
台
古
墳
と
い
っ
た

史
跡
も
巡
り
ま
す
。

　
時
間
は
午
後
０
時

分
～

４
時

分
。
集
合
場
所
は
高

津
区
の
子
母
口
旭
田
公
園
。

定
員

人
。
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
。

　
申
し
込
み
は
、
市
教
育
委

員
会
事
務
局
生
涯
学
習
部
文

ＷＥＢフォームは
こちらから

影向寺薬師堂

子母口公園（子母口貝塚）

験
で
き
ま
す
。

　
時
間
は
①
午
前

時
～

正
午
②
午
後
１
時
～
３

時
。
午
前
と
午
後
で
参
加

者
の
入
れ
替
え
を
行
い
ま

す
。

　
参
加
費
は
無
料
（
一
部

有
料
プ
ロ
グ
ラ
ム
あ
り
。

実
費
程
度
）。
定
員
各
回

２
０
０
人
。事
前
申
込
制
。

                     



                     

                     

                     

特
典
を
上
手
に
利
用
し
て 　

４
月
か
ら
の
新
生
活
を
見

据
え
、
新
居
探
し
を
始
め
よ

う
と
考
え
て
い
る
人
も
多
い

の
で
は
。

　
神
奈
川
県
住
宅
供
給
公
社

の
「
公
社
の
賃
貸
」
は
入
居

時
の
仲
介
手
数
料
と
礼
金
、

入
居
後
の
更
新
料
が
不
要
。

さ
ら
に
物
件
に
よ
っ
て
さ
ま

ざ
ま
な
特
典
が
つ
い
て
き
ま

す
。

　
現
在
、
３
月
31
日
（
木
）

ま
で
「
春
う
ら
ら
新
生
活
応

援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施

中
。
組
み
合
わ
せ
れ
ば
最
大

３
カ
月
間
家
賃
が
不
要
に
な

る
物
件
も
あ
り
ま

す
。

①
新
婚
・
子
育
て
世

帯
（
18
歳
以
下
）
１

カ
月
間
家
賃
不
要

②
親
族
の
近
隣
へ
の

転
居
は
１
カ
月
間
家

賃
不
要

③
11
物
件
限
定
で
１
カ
月
間

家
賃
不
要

④
19
物
件
限
定
で
２
カ
月
間

家
賃
不
要

⑤
敷
金
減
額
（
通
常
、
家
賃

の
３
カ
月
分
が
１
カ
月
分

に
）

※
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
適
用

条
件
が
あ
り
、
対
象
と
な
る

物
件
も
異
な
り
ま
す

　「
希
望
者
全
員
に
『
公
社

の
賃
貸
』
総
合
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
無
料
進
呈
中
。
お
電
話

で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
」
と
担
当
者
は
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
（
公
社
の
賃

貸
で
検
索
）
ま
た
は
、
左
記

の
電
話
へ
。

　
公
社
の
賃
貸
募
集

窓

口
☎︎
（

０

１

２

０
）

１
０
０
１
０
７
午
前
９
時

～
午
後
５
時
15
分
。無
休（
年

末
年
始
除
く
）。 

神奈川県住宅供給公社

３月３１日（木）まで春うらら新生活応援キャンペーン

組み合わせて
最大３カ月間家賃不要

                     

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
総
合
福
祉
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で

は
、
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
養

成
講
座
・
初
級
を
下
記
の
日

程
で
開
催
し
ま
す
。

　
日
常
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
役
に
立
ち
、
履
歴
書
に
も

書
け
る
資
格
（
民
間
資
格
）

を
半
日
で
取
得
で
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
、
毎
日
多
く
の

人
と
接
す
る
職
業
の
人
が
受

講
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
子
育
て
中
の
親
御

さ
ん
に
も
大
人
気
の
講
座
で

す
。
さ
ら
に
は
自
身
の
た
め

に
心
を
理
解
し
た
い
…
と
い

う
人
の
受
講
も
近
年
増
え
て

き
て
い
ま
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）

で
も
受
講
が
で
き
ま
す
。

　
受
講
料

　
３
８
０
０
円

（
資
料
、
修
了
証
代
込
み
）

※
要
予
約
（
都
合
の
良
い
日

を
選
択
）

　
申
し
込
み
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
総
合
福
祉
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
☎
０
４
６

（
８
７
４
）
４
７
４
５
へ
。

　

土
・
日
曜
も
予
約
可
。
Ｈ
Ｐ

か
ら
も
予
約
可
。

日本丸
メモリアルパーク
訓練センター
ＪＲ/地下鉄

桜木町駅 徒歩５分

川崎市
産業振興会館
京急/ＪＲ川崎駅

徒歩８分

※開催時間は全て午前９時30分～午後０時30分

受
講
生
募
集
！
　
修
了
証
即
時
発
行

川
崎
、
桜
木
町
で

心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
養
成
講
座

1/20(木)
１/26(水)、2/2（水）、
 3/12（土）
オンライン受講可

                     

　
１
月
１
日
の
大
正
月
に
対
し
て
１
月

　　15　　
日
は
小
正

月
と
呼
ば
れ
、
今
年
１
年
の
豊
作
を
祈
る
行
事
が
各

地
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
民
家
園
の
学
芸
員
関
悦
子
さ
ん
に
よ
る
と
、

養
蚕
の
盛
ん
な
地
域
で
よ
く
み
ら
れ
る
「
ま
ゆ
玉
だ

ん
ご
」
は
、
市
内
で
も
戦
前
ま
で
は
広
く
行
わ
れ
て

い
た
そ
う
で
す
。
養
蚕
が
行
わ
れ
な
く
な
る
と
団
子

は
大
根
な
ど
作
物
の
形
に
な
っ
て
い
っ
た
と
か
。
明

治
30
年
ご
ろ
に
は
綿
栽
培
を
し
て
い
た
大
師
河
原
で

綿
の
形
の
団
子
も
み
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　
市
北
部
を
中
心
に
今
も
残
る
行
事
に
、
正
月
飾
り

や
お
守
り
な
ど
を
燃
や
す
「
ど
ん
ど
焼
き
」
が
あ
り

ま
す
。
門
松
を
目
印
に
や
っ
て
き
た
お
正
月
の
神
様

を
煙
と
と
も
に
天
に
帰
す
行
事
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
　

サ
イ
ノ
カ
ミ
と
呼
ば
れ
、
も
と
は
手
作
り
の
小
屋
を

つ
く
り
雑
煮
な
ど
を
つ
く
っ
て
遊
び
、
最
後
に
小
屋

を
燃
や
す
行
事
で
し
た
。
そ
の
火
で
団
子
を
焼
い
て

食
べ
る
と
風
邪
を
ひ
か
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
戦

後
、
小
屋
を
つ
く
る
場
所
が
な
く
な
り
廃
れ
た
と
こ

ろ
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
麻
生
区
金
程
で
は
「
ど
ん

ど
焼
き
」
と
し
て
復
活
さ
せ
、
新
た
な
名
物
と
な
っ

て
い
ま
す
。

１
月
・
睦
月（
む
つ
き
）

                     

　

自
ら
を
〝
歴
史
探
偵
〟
と

呼
び
、
日
本
の
近
現
代
史
を

研
究
し
て
き
た
作
家
の
故
・

半
藤
一
利
さ
ん
。
探
求
心
を

つ
き
動
か
し
た
の
は
「
戦
争

の
な
い
、
平
和
な
世
の
中
を

続
け
る
」
こ
と
。

　
半
藤
さ
ん
の
、
東
京
新
聞

紙
上
に
遺
さ
れ
た
対
談
７

本
を
ま
と
め
た
、「
半
藤
一

利
　
語
り
つ
く
し
た
戦
争

と
平
和
」（
１
６
５
０
円
／

１
９
２
㌻
）
を
開
戦
80
年
の

節
目
、
昨
年
の
12
月
に
東
京

新
聞
が
発
刊
し
ま
し
た
。

　
何
度
も
対
談
相
手
を
務
め

た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家

の
保
阪
正
康
さ
ん
が
監
修

し
、
序
章
も
担
当
。
対
談
相

手
は
ほ
か
に
作
家
の
田
口
ラ

ン
デ
ィ
さ
ん
ら
。
過
去
を
検

証
し
、
平
和
な
未
来
に
つ
な

げ
る
た
め
の
道
し
る
べ
に
な

る
も
の
ば
か
り
で
す
。
半
藤

さ
ん
の
妻
で
エ
ッ
セ
イ
ス
ト

の
半
藤
末
利
子
さ
ん
も
寄
稿

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
本
を
抽
選
で
３
人
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
。
締
め
切
り
は

１
月
14
日
（
金
）。

珠
玉
の
対
談
７
本
を
ま
と
め
た
１
冊

「
半
藤
一
利 

語
り
つ
く
し
た
戦
争
と
平
和
」

抽
選
で
３
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

開戦80年の
節目に発刊

応募は
ここから

                     

　国内大手住宅メーカーの３・４
階建てのモデルハウスが並ぶ川崎住
宅公園（国道 15 号線沿い。元木交
差点そば）では１月 23日（日）まで
〝２０２２新春住宅祭〟を開催してい
ます。
 ※イベントの詳細は１面参照

2022新春住宅祭  １月23日（日）まで 

モデルハウスは
事前予約がオススメ！！

川崎住宅公園
　

モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
見
学
は
予

約
が
な
く
て
も
可
能
で
す
が

ス
ム
ー
ズ
に
見
学
で
き
る
事

前
予
約
が
お
す
す
め
で
す
。

　
事
前
予
約
の
メ
リ
ッ
ト
は

次
の
４
つ
で
す
。

①
待
ち
時
間
が
な
く
サ
ク
サ

ク
見
学
が
で
き
る

②
事
前
予
約
な
の
で
、
計
画

が
立
て
や
す
い

③
担
当
者
が
〝
わ
が
家
〞
の

事
情
を
事
前
に
把
握
し
て
い

る
の
で
打
ち
合
わ
せ
が
ス

ム
ー
ズ

④
一
度
に
３
棟
ま
で
予
約
が

で
き
て
便
利

　
　
　
　
　
◇

　
現
在
、
川
崎
住
宅
公
園
の

モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
に
来
店
予
約

を
す
る
と
、
来
店
時
に
も
れ

な
く
「
Ｙ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｅ
Ｅ
　
Ｃ

Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｌ
Ｅ
」（
ヤ
ン
キ
ー

キ
ャ
ン
ド
ル
）・
フ
レ
グ
ラ

ン
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
が
も
ら
え

る
プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
Ｗ
（
ダ
ブ
ル
）

チ
ャ
ン
ス
で
、
後
日
抽
選

で
50
人
に
「
キ
ャ
ン
ド
ル

ウ
ォ
ー
マ
ー
ラ
ン
プ
ミ
ニ
」

が
当
た
り
ま
す
。

　
今
年
こ
そ
は
マ
イ
ホ
ー
ム

を
と
考
え
る
な
ら
モ
デ
ル
ハ

ウ
ス
の
見
学
予
約
は
そ
の
第

一
歩
。
来
場
特
典
の
多
い
こ

の
機
会
を
お
見
逃
し
な
く
。

※
具
体
的
な
建
築
計
画
が
あ

り
、
左
記
の
コ
ー
ド
か
ら
初

回
予
約
の
人
に
限
り
ま
す
　

※
詳
細
は
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
へ

　
午
前

10
時
〜
午
後
６

時
。
☎
０
４
４
（
２
１
１
）

３
９
３
３

モデルハウス見学
の予約はこちら

国
道
15
号
線
沿
い

                     

                     

                     

                     



                     

                     

                     

早野聖地公園で

　

公
園
内
の
里
山
を
、
児
童

た
ち
が
参
加
者
を
ガ
イ
ド
し

な
が
ら
一
周
す
る
ほ
か
、
参

加
者
に
サ
サ
刈
り
体
験
や
竹

の
工
作
体
験
を
し
て
も
ら
お

う
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　
同
小
は
約
11
年
前
か
ら
、

地
元
の
「
早
野
聖
地
公
園
里

山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
一
緒

に
、
定
期
的
に
公
園
内
の
サ

サ
刈
り
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
約
50
人
の

参
加
者
の
中
に
は
里
山
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
も
。他
は
保
護
者
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
パ
ー
ト
ナ
ー
の
企

業
の
社
員
な
ど
で
す
。

　
児
童
た
ち
は
約
２
カ
月
前

か
ら
「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
」
を
利
用
し
、
こ
の
日
の

た
め
に
準
備
。
当
日
は
25

ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
「
里
山
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
参
加
者
に

配
っ
た
後
、
冷
た
い
雨
の
降

る
中
、ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
足
元
が
悪
い
場
所
で
は
、

ガ
イ
ド
班
が
「
気
を
付
け
て

く
だ
さ
い
」
と
声
を
掛
け
な

が
ら
一
列
に
並
ん
で
歩
き
ま

す
。
サ
サ
刈
り
の
場
所
に
到

着
す
る
と
、
下
草
刈
り
を
す

る
こ
と
で
日
当
た
り
が
良
く

な
り
、
多
く
の
動
植
物
の

生
態
系
が
保
た

れ
る
こ
と
を
説

明
。
そ
れ
が
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
13
番

「
気
候
変
動
に

具
体
的
な
対
策

を
」と
15
番「
陸

の
豊
か
さ
も
守

ろ
う
」
の
目
標

に
つ
な
が
る
こ

と
な
ど
を
紹
介

し
た
後
、
の
こ

ぎ
り
を
使
っ
て

作
業
を
し
ま
し
た
。

　
途
中
、絶
滅
危
惧
種
の「
タ

マ
ノ
カ
ン
ア
オ
イ
」
も
見
ら

れ
、
児
童
た
ち
が
立
ち
止

ま
っ
て
参
加
者
に
解
説
。
炭

焼
き
小
屋
で
は
、
事
前
に
小

さ
く
切
っ
て
お
い
た
竹
で
、

参
加
者
が
ペ
ン
立
て
や
竹

ぽ
っ
く
り
な
ど
の
工
作
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　
伊
藤
は
な
さ
ん
（
12
）
は

「
参
加
者
に
里
山
で
自
然
を

守
る
大
切
さ
や
、
ど
う
す
れ

ば
守
れ
る
か
を
伝
え
た
か
っ

た
」、
重
原
真ま

優ゆ

さ
ん
（
12
）

は
、「
里
山
の
い
い
と
こ
ろ

が
伝
え
ら
れ
た
の
で
、
こ
れ

か
ら
保
全
活
動
を
す
る
人
が

増
え
れ
ば
、
と
思
っ
た
」
と

話
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
会
社
役
員
、
青

木
康
洋
さ
ん
（
39
）
は
「
自

然
体
験
の
場
が
近
く
に
あ
る

学
校
は
貴
重
。
子
ど
も
た
ち

は
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
く
れ

た
」
と
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

里山フェス2021 

参加者にガイドブックを配布下草刈りの目的をＳＤＧｓの目標に合わせて説明

タマノカンアオイを発見ササ刈り

雨の中、工作班の発表

知ってハッピー!

竹の工作体験

　本年度、川崎市のＳＤＧｓゴール
ドパートナーに認証された市立東
柿生小の６年生 80 人が企画した里
山散策、「知ってハッピー！　見て
ハッピー！　里山フェス～2021～」
が 12 月 14 日、早野聖地公園（麻
生区）で行われました。

見てハッピー!

東柿生小６年生が里山ガイドツアー

                     

　川崎市立殿町小学校の児童と保護
者約130 人が、３月12日に開通予定の
川崎区殿町と羽田空港をつなぐ多摩
川スカイブリッジ（全長約 675㍍）を
見学。その後、殿町側の一角で舗装
前の新しい道路に絵を描きました。

　
川
崎
市
と
工
事
受
注
者
の

五
洋
建
設
を
代
表
す
る
共
同

企
業
体
が
「
橋
が
完
成
す
る

前
に
楽
し
い
思
い
出
を
作
っ

て
ほ
し
い
」
と
企
画
。
晴
天

の
12
月
11
日
、
参
加
者
は
、

説
明
を
聞
き
な
が
ら
橋
を
往

復
。
美
し
い
景
色
に
「
散
歩

に
い
い
ね
」
な
ど
の
声
も
聞

か
れ
ま
し
た
。

　
お
絵
描
き
体
験
で
は
、
用

意
さ
れ
て
い
た
水
性
ペ
ン
キ

で
、
マ
ン
ガ
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
や
か
わ
い
が
っ
て
い
る

ペ
ッ
ト
、
想
像
し
た
草
花
、

橋
か
ら
見
え
た
飛
行
機
、
富

士
山
な
ど
、
思
い
思
い
に
筆

を
走
ら
せ
ま
す
。

　
白
い
鳥
を
描
い
て
い
た
高

橋
咲さ

な菜
さ
ん
（
11
）
は
「
多

摩
川
を
通
る
船
に
止
ま
っ
て

い
た
の
で
。
橋
は
高
く
て
少

し
怖
か
っ
た
け
れ
ど
景
色

が
き
れ
い
だ
っ
た
」、
飛
行

機
を
描
い
た
仲
俣
賢け

ん
や哉

さ

ん
（
９
）
は
「
こ
う
や
っ
て

自
由
に
描
く
の
は
好
き
。
橋

の
上
か
ら
の
景
色
は
き
れ
い

だ
っ
た
。
富
士
山
が
う
っ
す

ら
見
え
た
」
と
楽
し
そ
う
。

　
ガ
イ
ド
を
務
め
た
五
洋
建

設
の
新
入
社
員
、
鈴
木
悠
人

さ
ん
（
23
）
と
志
村
忠
信
さ

ん
（
24
）
は
「
喜
ん
で
い
る

姿
が
生
で
見
ら
れ
て
や
り
が

い
を
感
じ
た
。
橋
を
造
っ
て

終
わ
り
で
は
な
い
と
思
っ

た
。
こ
の
仕
事
な
ら
い
く
ら

で
も
や
る
。
渡
る
時
に
今
日

の
こ
と
を
思
い
出
し
て
ほ
し

い
」
と
充
実
感
で
い
っ
ぱ
い

の
様
子
。

　
市
建
設
緑
政
局
の
河
合
征

生
さ
ん
は
「
こ
の
橋
を
子
ど

も
が
歩
く
の
は
初
め
て
。
工

事
現
場
を
見
て
も
ら
え
る

チ
ャ
ン
ス
。
絵
を
描
く
こ
と

で
い
い
思
い
出
を
作
っ
て
ほ

し
い
。
で
き
れ
ば
来
年
の
夏

休
み
の
自
由
研
究
に
『
橋
が

で
き
る
ま
で
』
と
し
て
、
ま

と
め
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

散歩にぴったりの橋 何が見える？ 目を凝らして

い
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た

船に止まっていた鳥をヘリコプターを 思い思いに

殿町小の親子約130人が参加
多摩川スカイブリッジ見学と
新しい道路にお絵描き

                     



                     

                     

                     

　「
カ
ワ
ス
イ
　
川
崎
水
族

館
」
で
は
、１
月
31
日
（
月
）

ま
で
、「
つ
っ
こ
み
た
く
な

る
!?

　
お
さ
か
な
動
物
園
」

カワスイ 川崎水族館

1月31日（月）まで開催中

つっこみたくなる!?︎
おさかな動物園

を
開
催
中
で
す
。

　
絵
本
作
家
や
ラ
ジ
オ
の
Ｄ

Ｊ
と
し
て
も
活
躍
中
の
、
さ

か
な
の
お
に
い
さ
ん
か
わ

ち
ゃ
ん
（
川
田
一
輝
さ
ん
）

が
書
き
下
ろ
し
た
魚
の
四
コ

マ
漫
画
な
ど
の
パ
ネ
ル
を
展

示
。
魚
の
生
態
が
楽
し
く
学

べ
ま
す
。
パ
ネ
ル
の
横
の
水

槽
に
は
、
漫
画
に
描
か
れ
た

魚
を
実
際
に
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
水
草
も
含
め
全

17
種

３
５
０
点
。
全
て
の
魚
に
は

動
物
の
名
前
が
入
っ
て
い
ま

す
。
肉
食
動
物
の
名
前
が

入
っ
て
い
る
も
の
の
草
食
の

魚
も
い
て
思
わ
ず
「
つ
っ
こ

み
た
く
な
る
!?
」。
詳
細
は

同
水
族
館
Ｈ
Ｐ
で
確
認
を
。

　
場
所
　
Ｊ
Ｒ
川
崎
駅
東
口

川
崎
ル
フ
ロ
ン
９
・
10
階

　
問
い
合
わ
せ
　
☎️
０
４
４

（
２
２
２
）
３
２
０
７

会場の様子

                     

シンガー・ソングライターの
小澤綾子さん

　
シ
ン
ガ
ー
・
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
小
澤
綾
子
さ
ん
の
無
料

公
演
が
２
月

日
（
日
）、

川
崎
市
立
労
働
会
館
（
サ
ン

ピ
ア
ン
か
わ
さ
き
）
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
午
後
２
時
～
３

時

分
（
１
時
開
場
）。

　
筋
力
が
徐
々
に
低
下
す
る

難
病「
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
」

を
抱
え
な
が
ら
、「
今
を
生

き
る
こ
と
」
を
語
り
、
歌
う

小
澤
さ
ん
。
車
い
す
に
乗
っ

て
、
Ｉ
Ｔ
企
業
の
社
員
と
し

て
働
く
か
た
わ
ら
、
歌
手
と

し
て
各
地
を
回
る
な
ど
多
方

面
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
公
演
の
テ
ー
マ
は
「
障
害

を
持
っ
て
働
く
」。
事
前
予

約
制
（
先
着
順
）。
定
員
は

一
般
席
３
０
０
人
、
車
い
す

席

人
。
一
般
席
は
左
記
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、

申
し
込
み
用
サ
イ
ト
か
ら
。

　
車
い
す
席
の
申
し
込
み
、

公
演
の
問
い
合
わ
せ
は
、

市
立
労
働
会
館
☎
０
４
４

（
２
２
２
）
４
４
１
６
へ
。

一般席申し込みは
こちらから

川
崎
市
立
労
働
会
館
で

２
月
20
日（
日
）小
澤
綾
子
さ
ん
無
料
公
演

「
障
害
を
持
っ
て
働
く
」を
テ
ー
マ
に

                     

「必勝だるま」も展示
（写真はいずれも川崎フロンターレ提供）

© KAWASAKI FRONTALE

　
２
年
連
続
４
度
目
の
リ
ー

グ
制
覇
を
成
し
遂
げ
た
川
崎

フ
ロ
ン
タ
ー
レ
。「
戦
い
の

軌
跡
」
と
題
し
た
写
真
展
で

は
、
ク
ラ
ブ
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル

カ
メ
ラ
マ
ン
の
大
堀
優
さ
ん

が
今
シ
ー
ズ
ン
撮
影
し
て
き

た
写
真
の
中
か
ら
厳
選
し
た

迫
力
の
あ
る
写
真
が
並
び
ま

す
。
ま
た
、
毎
年
好
評
の
展

示
写
真
の
パ
ネ
ル
加
工
販
売

も
実
施
し
ま
す
。

　
２
０
２
１
年
を
と
も
に
戦

い
、
優
勝
直
後
に
鬼
木
達
監

督
が
目
を
入
れ
た
縁
起
物

「
必
勝
だ
る
ま
」も
展
示
。「
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
振

り
返
り
」の
コ
ー
ナ
ー
に
は
、

ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
で
実
施
し
た

数
々
の
イ
ベ
ン
ト
を
担
当
者

の
コ
メ
ン
ト
と
と
も
に
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　
サ
ポ
ー
タ
ー
が
撮
影
し
た

写
真
を
集
め
た
「
わ
た
し
の

川
崎
フ
ロ
ン
タ
ー
レ
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
」（
主
催
＝
川

崎
フ
ロ
ン
タ
ー
レ
連
携
・
魅

力
づ
く
り
事
業
実
行
委
員

会
）
も
同
時
開
催
。
入
選
作

品
を
一
挙
展
示
し
ま
す
。

◆
週
末
は
イ
ベ
ン
ト
も

　
期
間
中
の
毎
週
土
・
日
曜

は
１
階
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

な
ど
で
、「
ド
リ
ブ
ル
ト
ッ

ポ
＆
抽
選
会
」
や
「
バ
ス
ボ

ム
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
と

い
っ
た
親
子
で
楽
し
め
る
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
。
ま
た
期
間
限
定
（
１
月

９
日
、
15
日
、
23
日
。
い
ず

れ
も
午
前
11
時
〜
午
後
４

時
）
で
「
フ
ロ
ン
タ
ー
レ
　

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
シ
ョ
ッ
プ
」

が
登
場
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
◇

　
問
い
合
わ
せ
は
、
川
崎
ル

フ
ロ
ン
販
促
室
☎
０
４
４

（
２
１
０
）
３
８
０
０
（
午

前
10
時
〜
午
後
６
時
）、
ま

た
は
川
崎
フ
ロ
ン
タ
ー
レ

☎
０
５
７
０
（
０
０
０
）

５
６
５
（
午
前
10
時
〜
午
後

６
時
。
土
・
日
曜
、
祝
日
お

よ
び
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
等
開
催

日
の
翌
月
曜
日
は
休
み
）へ
。

１月23日（日）まで川崎ルフロンで

2021年シーズンの軌跡を振り返る

川崎フロンターレ写真展

迫力のある写真で 2021 年シーズンを振り返ります

　ＪＲ川崎駅東口の商業施設
「川崎ルフロン」では、サッ
カーＪ１川崎フロンターレの
2021 年シーズンを振り返る
写真展を、１月 23 日（日）ま
で開催しています。会場は３
階ポップアップスペース。

期間中の土・日
曜は親子で楽し
めるさまざまな
イベントを実施

「
わ
た
し
の
川
崎
フ
ロ
ン
タ
ー

レ
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
も
同

時
開
催
し
入
選
作
品
を
一
挙

展
示
し
ま
す

展示写真の
パネル加工
販売も!!

展示だけでなく
イベントも!!

                     

 

現
代
人
形
劇
セ
ン
タ
ー
は

１
月
22
日（
土
）・
23
日（
日
）、

川
崎
市
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

で
、
第
11
回
乙
女
文
楽
の
公

演
を
行
い
ま
す
。

　
乙
女
文
楽
は
市
内
に
活
動

拠
点
が
あ
る
「
人
形
劇
団
ひ

と
み
座
」
の
女
性
演
者
が
約

50
年
伝
承
し
続
け
て
い
る
人

形
芝
居
で
、
川
崎
市
地
域
文

化
財
に
認
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
文
楽
は
一
般
的
に
男
性

三
人
が
一
体
の
人
形
を
操
り

１月22日（土）・23日（日）

チケットを３組６人にプレゼント

市国際交流センターで乙女文楽公演

ま
す
が
、
乙
女
文
楽
で
は
、

人
形
の
構
造
に
さ
ま
ざ
ま
な

工
夫
が
施
さ
れ
、
女
性
が
一

人
で
動
か
し
ま
す
。

　
演
目
は
３
つ
。
祝
儀
や
儀

礼
曲
で
古
く
か
ら
各
地
の
人

形
芝
居
、
神
楽
、
能
、
歌
舞

伎
な
ど
の
伝
統
芸
能
で
扱
わ

れ
て
き
た
「
三
番
叟
」
を
二

人
で
演
じ
る
「
二に

人に
ん

三さ
ん

番ば

叟そ
う

」。
平
安
時
代
の
鬼
女
伝

説
を
も
と
に
し
た
「
増ぞ

う

補ほ

大お
お

江え

山や
ま

酒し
ゅ

呑て
ん

童ど
う

子じ

」
戻
り
橋
の

段
。
町
人
社
会
の
親
子
の
情

愛
を
切
な
く
描
い
た
「
傾け

い

城せ
い

恋こ
い

飛び

脚
き
ゃ
く

」新に
の

口く
ち

村む
ら

の
段
で
す
。

　
日
時

　
１
月
22
日
（
土
）・

23
日
（
日
）。
両
日
と
も
午

前
11
時
か
ら
と
午
後
３
時
か

ら
の
２
回
公
演
。
約
２
時
間

　
会
場
　
川
崎
市
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
（
中
原
区
木
月
祇

園
町
２
の
２
）

　
チ
ケ
ッ
ト

　
前
売
り
券

３

５

０

０

円
、

当

日

券

３
８
０
０
円（
全
席
自
由
席
）

※
現
代
人
形
劇
セ
ン
タ
ー
Ｈ

Ｐ
か
ら
申
し
込
み
可
能

　
演
目
　「
二
人
三
番
叟
」、

「
増
補
大
江
山
酒
呑
童
子
」

戻
り
橋
の
段
、「
傾
城
恋
飛

脚
」
新
口
村
の
段

　
出
演
　
ひ
と
み
座
乙
女
文

楽
、
浄
瑠
璃
＝
竹
本
越
孝
、

三
味
線
＝
鶴
澤
寛
也
（
傾
城

恋
飛
脚
の
み
生
演
奏
）

　
チ
ケ
ッ
ト
購
入
な
ど
の

問
い
合
わ
せ

　
☎️
０
４
４

（
７
７
７
）
２
２
２
８

　同公演の1月23 日（日）午
後３時からのチケットを抽選
で３組６人にプレゼント。はが
きに郵便番号、住所、氏名（ふ
りがな）、年齢、電話番号を記
入し、〒210-8557 東京新聞
ＴＯＤＡＹ「乙女文楽」係へ。
１月12日（水）必着。当選者の
発表は発送をもってかえます。

「傾城恋飛脚」（撮影＝古屋均）

                     



                     

                     

                     

　次回のお題は、「バレンタイン」「コロナ」です。こ

れ以外のお題でも構いません。はがきには、お題（無

い場合は不要）と作品、住所、名前（ペンネーム可）、

電話番号をお書きください。宛先は〒２１０-８５５７ 

東京新聞ＴＯＤＡＹ「川柳」係へ（住所不要）。

※未発表のものに限ります ※二重投稿はご遠慮ください

マ
ス
ク
下
変
な
顔
し
て
歩
く
道

幸
区
　
前
が
み
つ
く
っ
た
よ

ニ
ヤ
け
て
も
マ
ス
ク
が
あ
る
か
ら
バ
レ
ま
せ
ん

幸
区
　
と
な
り
の
柴
田

下
の
顔
予
想
外
だ
と
気
ま
ず
い
な

幸
区
　
ダ
レ
で
す
か
。

こ
こ
だ
け
の
話
と
念
を
マ
ス
ク
取
り

中
原
区
　
高
橋
弘
光

食
後
マ
ス
ク
表
裏
よ
く
見
ず
紅
マ
ス
ク

幸
区
　
秋
月
あ
か
り

マ
ス
ク

マ
ス
ク
な
い
集
合
写
真
こ
れ
は
誰
？

幸
区
　
え
ん
ぴ
つ
の
六
角
　

明
日
は
休
日
シ
フ
ト
を
見
た
ら
バ
イ
ト
あ
り

幸
区
　
Ｂ
組

金
曜
日
ど
の
曜
日
よ
り
ハ
ッ
ピ
ー
だ

幸
区
　
匿
名
希
望

さ
け
び
た
い
二
日
で
つ
か
れ
と
れ
る
か
よ

幸
区
　
フ
レ
ッ
シ
ュ

マ
ス
ク
だ
と
ス
マ
ホ
の
ロ
ッ
ク
開
け
ら
れ
ず

金
曜
日

TODAY川柳

お
題

お
題

編集部選

幸
区
　
あ
。

                     

マカロニきな粉

つくりかた

材料（幼児１人分）
マカロニ　　　　　　　　１５g
きな粉　　　　　　　　　　４g
てんさい糖

（無ければ砂糖）  　　　　　 ５g
塩　　　　　　　　　 ０．０４g

❶きな粉とてんさい糖、塩　　
を混ぜ合わせ、だまを取る
❷マカロニを茹で、
ざるに上げ、水気を切る
❸❶を加え、よくまぶす

★子どもたちに大人気の簡単なメ
　ニューです。大豆から作られてい
　るきな粉はタンパク質や食物繊維
　が多く含まれています。

★どちらも不足しがちな栄養素です
　ので、おやつに取り入れてみては
　いかがでしょうか。

栄養ワンポイントメモ

ひかり幼稚園（川崎区・幸区）の
人気給食メニューを紹介

                     

　「
小
さ
な
幸
せ
」
を
見
つ

け
よ
う
と
す
る
こ
と
が
幸
せ

を
呼
び
寄
せ
て
く
れ
る
の
か

も
。

◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆

●
「
今
日
は
ア
レ
と
ア
レ
を

買
お
う
」
と
、
仕
事
帰
り
に

ス
ー
パ
ー
に
行
く
と
、
そ

の
ア
レ
が
20
、
30
％
引
き
。

時
に
は
半
額
の
シ
ー
ル
が
。

「
う
っ
そ
ー
、
い
ー
の
？
」、

ほ
か
の
人
に
取
ら
れ
な
い
よ

う
サ
ッ
と
手
に
し
て
レ
ジ

へ
。
小
さ
な
幸
せ
を
満
喫
。

（
多
摩
区
Ｅ
・
Ｊ
63
女
性
）

チ
ュ
キ
「
や
っ
た
！

　
っ
て

心
の
中
で
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
」

ス
ズ
美
「
世
界
は
私
を
中
心

に
回
っ
て
る
！
」

●
外
出
好
き
の
私
も
ス
テ
イ

ホ
ー
ム
の
毎
日
。
庭
の
鉢
植

え
が
ど
ん
ど
ん
増
え
ま
し

た
。
色
と
り
ど
り
の
花
を
リ

ビ
ン
グ
か
ら
眺
め
る
と
ほ
の

ぼ
の
と
し
た
幸
せ
を
感
じ
ま

す
。

（
多
摩
区
Ｏ
・
Ｋ
68
女
性
）

チ
ュ
キ
「
植
物
と
触
れ
合
う

時
間
は
と
て
も
大
事
」

ス
ズ
美
「
な
ん
だ
か
ほ
っ
と

す
る
よ
ね
」

●
コ
ロ
ナ
で
人
と
の
つ
な
が

り
を
強
く
感
じ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
小
さ
い
こ
ろ
苦
手

だ
っ
た
父
と
や
り
と
り
す
る

こ
と
が
増
え
、
父
が
育
て
て

い
る
さ
ま
ざ
ま
な
花
の
写
真

が
送
ら
れ
て
く
る
と
特
に
小

さ
な
幸
せ
を
感
じ
る
。

（
幸
区
Ｗ
・
Ａ
65
女
性
）

チ
ュ
キ
「
最
近
、
当
た
り
前

の
会
話
の
あ
り
が
た
さ
を
感

じ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
も
」

ス
ズ
美
「
ち
ょ
っ
と
し
た
こ

と
で
も
、
人
は
幸
せ
な
気
持

ち
に
な
れ
る
ん
だ
よ
ね
」

●
若
い
人
が
お
年
寄
り
を
助

け
て
い
る
時
。
席
を
譲
る
、

道
を
あ
け
る
、
重
い
物
を
持

つ
。

（
中
原
区
Ｓ
・
Ｋ
50
男
性
）

ス
ズ
美
「
う
ん
う
ん
。
頑
張

れ
、
若
者
！
」

チ
ュ
キ「
心
が
温
ま
る
光
景
」

●
料
理
好
き
の
私
は
結
婚

後
、
い
ろ
い
ろ
な
料
理
を
作

り
楽
し
み
ま
し
た
。
だ
ん

だ
ん
包
丁
が
切
れ
な
く
な
る

と
、
今
は
亡
き
父
が
自
転

車
で
来
て
研
い
で
く
れ
ま
し

た
。
現
在
は
父
に
教
わ
っ
た

こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら
自

分
で
研
ぎ
ま
す
。
と
て
も
キ

レ
味
が
よ
く
な
り
、
料
理
も

お
い
し
く
な
り
ま
す
。
父
に

感
謝
し
な
が
ら
幸
せ
な
時
間

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

（
川
崎
区
Ｓ
・
Ｋ
55
女
性
）

ス
ズ
美
「
い
い
話
～
」

チ
ュ
キ
「
気
持
ち
も
受
け
継

が
れ
た
ん
で
す
ね
」

●
他
人
に
褒
め
ら
れ
た
時
。

褒
め
ら
れ
慣
れ
て
い
な
い
の

で
。

（
鶴
見
区
Ｓ
・
Ｍ
54
男
性
）

ス
ズ
美
「
褒
め
て
も
ら
う
の

大
好
き
。
さ
、
褒
め
て
～
」

☆
お
し
ゃ
べ
り
ス
ズ
メ
☆

小さな幸せ

後編

○
チ
ュ
キ
「
温
泉
好

き
な
の
で
、
地
方
の

露
天
風
呂
に
入
っ
て
、
夜
、

月
を
眺
め
て
い
る
瞬
間
。
バ

タ
バ
タ
し
て
い
る
日
常
を
す

べ
て
忘
れ
、
何
も
考
え
ず
に

ぼ
ー
っ
と
し
て
い
る
時
に
小

さ
な
幸
せ
を
感
じ
ま
す
。
入

浴
後
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
機
ま
で

が
一
連
の
流
れ
で
す
」

○
ス
ズ
美
「
窓
の
外

か
ら
元
気
な
子
ど
も

の
声
。
耳
に
心
地
よ
く
、
な

ん
と
も
い
え
な
い
、
幸
せ
な

気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
こ
の

間
、
帰
宅
す
る
時
に
バ
ッ
ト

を
持
ち
素
振
り
し
て
い
る
男

の
子
を
見
か
け
ま
し
た
。
い

い
で
す
よ
ね
、こ
う
い
う
の
。

思
わ
ず
『
頑
張
っ
て
』
と
声

を
掛
け
ち
ゃ
い
ま
し
た
」

                     



                     

                     

                     

                     

　
２
月
に
誕
生
日
を
迎
え
る

お
子
さ
ん
（
０
〜
７
歳
）
の

写
真
を
募
集
し
ま
す
。
応
募

用
紙
と
写
真
を
封
筒
で
お
送

り
く
だ
さ
い
。
１
人
１
枚
。

Ｅ
メ
ー
ル
（today@tokyo-

np.co.jp

）
も
可
。

　
本
文
に
左
記
の
必
要
事
項

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
１

月
19
日
（
水
）
必
着
。

　
あ
て
先
　
〒
２
１
０
―
８

５
５
７
　
東
京
新
聞
Ｔ
Ｏ
Ｄ

Ａ
Ｙ
「
キ
ッ
ズ
写
真
館
」
係

　
掲
載
さ
れ
た
方
に
は
粗
品

を
差
し
上
げ
ま
す
。
奮
っ
て

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
石
川
幾
磨
（
い
し
か

わ
・
い
く
ま
）
く
ん
　
１

月
２
日
で
２
歳
　「
で
ん

ぐ
り
返
し
Ｖ
サ
イ
ン
歌
も

絵
本
も
何
で
も
好
き
」

　
仙
石
（
せ
ん
ご
く
）
そ

ら
ち
ゃ
ん
　
１
月

日

で
１
歳
　「
ブ
ラ
ン
コ
大

好
き
♪
　
毎
日
乗
り
た

い
！
」

　
小
此
木
朔（
お
こ
の
ぎ
・

さ
く
）
く
ん
　
１
月

日

で
２
歳

　「
元
気
で
面
白

い
お
兄
ち
ゃ
ん
に
な
り
ま

し
た
！
」

　
平
岡
明
日
葉
（
ひ
ら
お

か
・
あ
す
は
）
ち
ゃ
ん
㊧
　

１
月
９
日
で
３
歳
　「
お

兄
ち
ゃ
ん
と
遊
ぶ
の
大
好

き
！
　
楽
し
い
な
ぁ
」

　
金
原
唯
珠（
か
ね
は
ら
・

ゆ
ず
）
ち
ゃ
ん
　
１
月


日
で
１
歳

　「
か
わ
い
い

ゆ
ず
ち
ゃ
ん
♡

　
だ
ー
い

す
き
♡
」

　
長
尾
陽
翔
（
な
が
お
・

ひ
な
た
）
く
ん 

１
月


日
で
２
歳 

「
歌
や
踊
り
大

好
き
！ 

い
た
ず
ら
全
開

の
元
気
な
男
の
子
で
す
」

　
北
條
隆
生
（
ほ
う
じ
ょ

う
・
り
ゅ
う
せ
い
）
く
ん
　

１
月

日
で
４
歳 

「
ト
ミ

カ
と
プ
ラ
レ
ー
ル
が
大
好

き
！ 

や
ん
ち
ゃ
ボ
ー
イ
」

　
遠
藤
緒
真（
え
ん
ど
う
・

つ
ぐ
み
）
ち
ゃ
ん
　
１

月
１
日
で
２
歳
　「
お
兄

ち
ゃ
ん
大
好
き
♡
　
ニ
コ

ニ
コ
笑
顔
あ
り
が
と
う
」

　
川
原
悠
登（
か
わ
は
ら
・

ゆ
う
と
）
く
ん
　
１
月
８

日
で
６
歳
　「
大
好
き
な

ゆ
う
く
ん
♡

　
４
月
か
ら

は
小
学
生
だ
ね
！
」

　
堀
川
結
豊（
ほ
り
か
わ
・

ゆ
う
と
）
く
ん
　
１
月


日
で
４
歳
　「
毎
日
笑
顔

で
元
気
い
っ
ぱ
い
癒
や
し

て
く
れ
ま
す
」

２
月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
募
集
中

　
福
島
璃
保（
ふ
く
し
ま
・

り
ほ
）ち
ゃ
ん
㊨
、玲
保（
れ

お
）く
ん 

１
月
５
日
で
４

歳 

「
昨
年
の
七
五
三
か
ら

こ
ん
な
に
成
長
し
ま
し
た
」

　
鈴
鹿
雅
斗（
す
ず
し
か
・

ま
さ
と
）
く
ん
　
１
月
８

日
で
３
歳
　「
公
園
で
遊

ぶ
の
が
大
好
き
な
雅
斗
。

笑
顔
満
開
！
」

                     

http://mk-kodomo.com/index.html

〒 212-0014
神奈川県川崎市幸区大宮町
1310 ミューザ川崎 2F
☎ 044（542）8866

☎ 044（542）8868

Q
& A

子育て中の悩みを解決♪

教えて！ ドクター教えて！ ドクター
Q．冬になり、赤ちゃんの肌トラブルが多く悩んでいます。良い対策はありますか？
  A． 赤ちゃんの肌はデリケート。
　　あせも、カサカサなど肌のトラブルの悩みは尽きないと思います。
　　冬でも赤ちゃんのツルツル肌をキープするための対策をお話しいたします。

小児科顧問
三井俊賢先生

　
生
後
約
３
カ
月
ま
で
は
皮

膚
の
油
分
が
多
く
、
顔
や
頭

皮
に「
脂
漏
性
皮
膚
炎
」を
生

じ
ま
す
。そ
の
後
、急
激
に
カ

サ
カ
サ
な
肌
に
変
わ
り
、「
皮

脂
欠
乏
性
湿
疹
」
を
生
じ
る

よ
う
に
。
そ
れ
ぞ
れ
対
策
が

異
な
る
の
で
紹
介
し
ま
す
。

■
脂
漏
性
皮
膚
炎
…
せ
っ
け

ん
を
し
っ
か
り
泡
立
て
、
手

で
や
さ
し
く
な
で
る
よ
う
に

洗
い
、
油
分
を
取
り
、
そ
の

後
は
保
湿
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
皮
脂
欠
乏
性
湿
疹
…
入
浴

後
や
お
む
つ
替
え
時
に
保
湿

を
。
丁
寧
に
塗
れ
な
い
と
き

も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
少

し
で
も
い
い
の
で
毎
日
続
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
あ
せ
も
…
冬
で
も
汗
を
た

く
さ
ん
か
い
た
場
合
は
着
替

え
を
。
保
湿
剤
を
使
い
、
適

切
に
ス
キ
ン
ケ
ア
を
し
て
い

る
が
赤
み
・
か
ゆ
み
が
強
い

と
き
は
診
察
の
ご
相
談
を
。

炎
症
を
抑
え
る
塗
り
薬
が
必

要
な
場
合
も
。
早
期
に
炎
症

を
抑
え
、
良
い
状
態
を
維
持

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ミ
ュ
ー
ザ
川
崎
こ
ど
も
ク

リ
ニ
ッ
ク
に
は
小
児
科
医
だ

け
で
な
く
、
皮
膚
科
医
も
お

り
ま
す
の
で
、
予
防
接
種
や

健
診
の
際
に
赤
ち
ゃ
ん
の
肌

ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
も
ご
相

談
い
た
だ
け
ま
す
。

（
小
児
科
顧
問
・
医
療
法
人

社
団
　
育
心
会
　
理
事
長
　

三
井
俊
賢
）

                     

本だな本だな
みんなの

　「
な
ん
だ
か
難
し
そ
う
」

「
お
金
の
話
は
ち
ょ
っ
と
」

と
つ
い
避
け
が
ち
な
お
金
の

話
。

　
本
書
で
は
お
金
の
５
つ
の

基
本
「
ま
わ
す
」「
え
ら
ぶ
」

「
し
こ
む
」「
は
ね
る
」「
ふ

や
す
」
を
ス
ト
ー
リ
ー
と
共

に
学
べ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
困
難
な
未
来
に

立
ち
向
か
う
子
ど
も
た
ち
、

そ
し
て
コ
ロ
ナ
で
苦
し
む
大

人
た
ち
に
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

『
会
計
の
世
界
史
』（
日
経
Ｂ

Ｐ
）
の
著
者
で
あ
り
、
公
認

会
計
士
の
田
中
靖
浩
さ
ん
が

贈
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
た

一
冊
で
す
。

お金にふりまわされず
生きようぜ！
レストランたてなおし大作戦

田中靖浩／ウサミ・著
秋山貴世・イラスト

子
ど
も
だ
け
で
な
く
、

大
人
が
読
ん
で
も
学
び
が
あ
り
、

そ
し
て
元
気
が
出
る

実
用
エ
ン
タ
メ
物
語
！

対象年齢＝小学校中学年から
定価 1540円（1400円＋税）
岩崎書店



　
次
の
よ
う
な
こ
と
に
思
い

当
た
り
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

▽
最
近
、
聞
き
返
す
こ
と
が

多
く
な
っ
た

▽
テ
レ
ビ
の
音
が
大
き
す
ぎ

る
と
家
族
に
言
わ
れ
た

▽
呼
ば
れ
て
も
気
付
か
な
い

こ
と
が
あ
る

▽
騒
が
し
い
場
所
で
の
聞
き

取
り
が
難
し
い

「
こ
う
し
た
経
験
が
一
度

で
も
あ
れ
ば
、
自
分
の
聞
こ

え
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
し

て
ほ
し
い
」
と
話
す
の
は
、

「
ブ
ル
ー
ム
川
崎
店
」
店
長

の
小こ

畠
ば
た
け

賢
太
さ
ん
（
44
）。

　「
自
分
は
ま
だ
大
丈
夫
」

な
ど
と
補
聴
器
を
敬
遠
す
る

高
齢
者
も
い
ま
す
が
、
残
っ

た
聴
力
を
維
持
す
る
た
め
に

も
、〝
聴
力
低
下
の
サ
イ
ン
〞

を
見
か
け
た
ら
、
で
き
る
だ

け
早
め
に
補
聴
器
を
装
用
す

る
こ
と
が
重
要
だ
と
い
い
ま

す
。

　
ブ
ル
ー
ム
に
は
、
補
聴
器

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
あ

る
「
認
定
補
聴
器
技
能
者
」

が
全
店
で
２
１
５
人
在
籍

（
２
０
２
１
年
４
月
現
在
）。

一
人
一
人
に
寄
り
添
い
、
聞

こ
え
の
悩
み
を
解
決
す
る
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
難
聴
の
経
過
や
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
、
聞
こ
え
に
つ
い
て

の
困
り
事
を
、
経
験
豊
富
な

専
門
ス
タ
ッ
フ
が
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
。
聞
こ
え
の
状
態
を

確
認
し
た
後
、
利
用
者
の
聴

力
や
生
活
環
境
、
予
算
な
ど

に
合
っ
た
補
聴
器
を
選
び
、

そ
れ
ぞ
れ
の
要
望
に
合
わ
せ

て
調
整
し
ま
す
。

ア
フ
タ
ー
ケ
ア
も
充
実
。

補
聴
器
は
〝
購
入
し
て
終
わ

り
〞
と
い
う
わ
け
で
は
な
い

こ
と
か
ら
、「
使
い
や
す
い
」

と
感
じ
て
も
ら
え
る
ま
で
調

整
す
る
た
め
定
期
的
な
来
店

を
勧
め
る
ほ
か
、
補
聴
器
の

調
整
や
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
定

期
点
検
を
無
料
で
受
け
付
け

　
年
を
重
ね
る
と
と
も
に
、

ほ
と
ん
ど
の
人
は
聴
力
が
低

下
し
ま
す
。

　
加
齢
に
よ
る
聞
こ
え
の
衰

え
は
少
し
ず
つ
進
む
た
め
、

自
覚
し
に
く
く
、
周
り
の
人

か
ら
の
指
摘
で
初
め
て
気
付

く
ケ
ー
ス
が
多
い
の
が
特

徴
。
難
聴
は
認
知
症
の
発
症

リ
ス
ク
を
高
め
る
と
の
指
摘

も
あ
り
ま
す
。

大きく目立っていた約 15 年前のアナログ補聴器 小さく、目立たなくなった最新のデジタル補聴器

て
い
ま
す
。

　
補
聴
器
に
対
し
て
「
大
き

く
て
目
立
ち
そ
う
」「
ピ
ー

ピ
ー
と
い
う
音
が
う
る
さ

い
」「
雑
音
が
ひ
ど
く
て
使

え
な
い
」
と
い
っ
た
イ
メ
ー

ジ
を
持
っ
て
い
る
人
も
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ

は
ひ
と
昔
前
の
話
。
最
新
の

補
聴
器
は
小
さ
く
て
目
立
た

な
く
な
り
、
聞
こ
え
方
も
格

段
に
進
化
し
て
い
ま
す
。

　
ブ
ル
ー
ム
川
崎
店
で
は
、

１
月
29
日（
土
）
ま
で
、
最

新
デ
ジ
タ
ル
補
聴
器
を
自
宅

や
オ
フ
ィ
ス
、
普
段
の
生
活

の
場
で
じ
っ
く
り
と
試
せ
る

「
２
週
間
補
聴
器
体
験
コ
ー

ス
」が
無
料
に
な
り
ま
す（
期

川崎市役所近く

間
以
外
は
２
２
０
０
円
）。

　
体
験
終
了
後
、
返
却
か
購

入
を
自
由
に
選
ぶ
こ
と
が
可

能
。
無
理
に
勧
め
ら
れ
る
こ

と
も
な
い
の
で
、
気
軽
に
試

せ
ま
す
。
今
な
ら
、
話
題
の

Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
補
聴
器

や
充
電
式
補
聴
器
も
試
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
ブ
ル
ー
ム
で
は
、
来
店
者

と
従
業
員
の
安
全
確
保
の
観

点
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
安
全

対
策
を
実
施
の
上
、
営
業
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
来
店
が

難
し
い
人
は
資
料
請
求
（
無

料
）を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を
。

寄
り
添
って
サ
ポ
ー
ト

小
さ
く
て
目
立
た
な
い

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
】

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

　

補
聴
器
専
門
店
「
ブ
ル
ー
ム
川
崎
店
」（
京
急
川
崎
駅
徒

歩
３
分
、
Ｊ
Ｒ
川
崎
駅
徒
歩
６
分
）
は
、
補
聴
器
の
専
門
家

で
あ
る
「
認
定
補
聴
器
技
能
者
」
が
在
籍
し
て
い
る
の
で
、

安
心
し
て
相
談
で
き
ま
す
。

接客ブース内に飛沫防止カーテンを設置しています

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」感
染
症
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

耳
に
直
接
触
れ
る
機
材

は
殺
菌
庫
で
入
念
に
消

毒
を
し
て
い
ま
す

ス
タ
ッ
フ
全
員
が
必
ず
マ

ス
ク
着
用
で
対
応
し
て
い

ま
す

機
材
、
テ
ー
ブ
ル
・
椅
子

は
使
用
後
に
入
念
に
ア
ル

コ
ー
ル
洗
浄
し
て
い
ま
す

問
い
合
わ
せ

川
崎
区
砂
子
１
の
10
の
２
、
ソ
シ
オ
砂
子
１
０
１

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時（
木
・
日
曜
、祝
日
定
休
）

補
聴
器
専
門
店
「
ブ
ル
ー
ム
川
崎
店
」

☎
０
４
４
（
２
８
０
）
８
９
３
３

「認定補聴器技能者」が聞こえの悩みをサポート

２週間　　　　 体験コースが今なら無料　　　　 補聴器
川崎市役所近く

補聴器専門店「ブルーム 川崎店」

）金（日７月１年２２０２２０２２年１月７日（金） �号����第��第����号�

六白
金星

二黒
土星

七赤
金星

三碧
木星

八白
土星

四緑
木星

九紫
火星

五黄
土星

一白
水星

意欲が湧いてくる月。始めたいことがある
ならば今月。簡単な目標を立ててみると良
い。勇み足に注意●南・北西・北東◆グリーン

優先順位が大事な月。あれこれと欲張ると残
念な結果。成り行き任せでは無責任。的を絞
ればうまくいく●北・南・南東◆パープル

新年の幕開けは好調。活躍の場が広がりそう。
チャンス逃さないように積極的に動いて吉。
こだわりは邪魔●北・北東・南◆シルバー

表面上は華やかな年明け。外から見えない箇
所に気を配る。隠しておきたい秘密はバレ
ないようにね●南東・北東◆ライトブルー

有言実行が良い結果につながる月。夢や希望
を言葉にのせる。思わぬ助けが入り展開が楽
しみ。他人への口出し無用●北西◆ゴールド

今月は晴れ晴れ気分。気力と体力が不足する
と運気も不足。気温の変化と冷えには注意し
て補ってね●南東・北東◆ダークイエロー

今月は何だか気忙しい。気持ちの切り替えも
大切。穏やかに余裕を持って動けば疲れな
い。アクセル全開しないでね●無し◆ブルー

向上心や活動力が高まる。何事にも集中する
には最適の月。前半に焦りは禁物。途中の経
過が大事●南東・北西・北◆モスグリーン

お金の出入り多い月。力の見せ所。時間もお
金も無駄に使わない。開運に向かう使い道が
ある●北・北東・南・南東◆レモンイエロー

●今月の
吉方位

◆今月の
ラッキーカラー

※月初のみ掲載

鑑定士：文月 紫里羅（ふづき しりら）
070（1391）8777九星易占い1月7日～1月13日

今週の

今
週
の
注
目
記
事

■ 四ツ田緑地でイベント 　 …〔２〕

■ ３カ月家賃が不要に 　…〔３〕

■ フロンターレ写真展 　　…〔５〕

■ １月のキッズ写真館 　…〔７〕

一白水星 二黒土星 三碧木星 四緑木星 五黄土星 六白金星 七赤金星 八白土星 九紫火星
昭和２ 昭和元 大正14 大正13 大正12 大正11 大正10 大正９ 大正８
昭和11 昭和10 昭和９ 昭和８ 昭和７ 昭和６ 昭和５ 昭和４ 昭和３
昭和20 昭和19 昭和18 昭和17 昭和16 昭和15 昭和14 昭和13 昭和12
昭和29 昭和28 昭和27 昭和26 昭和25 昭和24 昭和23 昭和22 昭和21
昭和38 昭和37 昭和36 昭和35 昭和34 昭和33 昭和32 昭和31 昭和30
昭和47 昭和46 昭和45 昭和44 昭和43 昭和42 昭和41 昭和40 昭和39
昭和56 昭和55 昭和54 昭和53 昭和52 昭和51 昭和50 昭和49 昭和48
平成２ 平成元 昭和63 昭和62 昭和61 昭和60 昭和59 昭和58 昭和57
平成11 平成10 平成９ 平成８ 平成７ 平成６ 平成５ 平成４ 平成３
平成20 平成19 平成18 平成17 平成16 平成15 平成14 平成13 平成12
平成29
‒

平成28
‒

平成27
‒

平成26
‒

平成25
‒

平成24
令和３

平成23
令和２

平成22
平成31(令和元)

平成21
平成30

※１月１日～２月３日に生まれた人は前年生まれになります自分の星をチェック！！

季節で言えば真冬。
春を待ちわびる厄
年。精神的にも肉体
的にもエネルギー不

足と感じる時がある。大丈夫と
思えるポイントを見つけてね。
失敗を引きずらない

一白
水星

成果が表れ輝かし
い年。対人面は入
れ替わりが生じや
すい。これまでのご

縁に感謝。次なる展開を楽し
み、目を向けてね。大きな判断
や決断は今年中に済ませる

考え方や状況が変
わる。変化運。流れ
を変える意識を持
つことが大切。何

を変えるか何を変えないのか
を良く考えて動いてね。強い
意志で周囲に振り回されない

八白
土星

良好運。日常の中の
ゆとりも大事。幸福
を感じられる物事
をみつける。楽しく

過ごすことで幸せが幸せを呼
ぶ運気。不用意な一言で台無
しにしないようしてね

多忙な年。何事に
おいても旺盛な運
気。公私ともにワン
ランクアップ目指

してね。出会いには恵まれな
い。これまでのつながりを大事
にした方がチャンスを招く

良くも悪くも中心的
な存在となる。強運
気だが八方ふさが
り。何だか身動き取

りづらいと感じるかも。気持ち
次第。ぶれない姿勢と自分の
ペースを保てば大丈夫

運勢は上り坂。守ら
れる運気。新しいも
のに敏感になれる。
新しい縁や絆が深

まることがある。意外なところ
からの情報が役に立つ。決断
力と安定感が武器の年

気力充実の開花運。
物事はスムーズに
動き始める。自分の
持ち味を生かして

迷わず動く。人や物事との運
命的な出会いを楽しんでね。
大事なのは「ときめく心」

パワーアップを図る
年。明るい兆しが見
え始める準備運。
後に訪れる開運の

日までにやるべきことをコツ
コツと。小さな気がかりや不安
を残さないようにしてね

二黒
土星

三碧
木星

四緑
木星

五黄
土星

六白
金星

七赤
金星

九紫
火星

今年はどんな年になるでしょうか。現在、本紙１面の九星易占いを担当する文
ふ

月
づ き

紫
し

里
り

羅
ら

さんに聞きました。 問い合わせ☎070（1391）8777

九星易占い 2022年


